



小 宮 山 晶 子
本論文は、リヒァルト・ワーグナー（1813-1883）による舞台祝祭劇《ニー
ベルングの指環 Der Ring des Nibelungen》（以下《指環》）から、その第三
作《ジークフリート Siegfried》2）をとりあげ、この作品の性格や、初稿から
決定稿にいたるまでの改変の過程、そして四部作での位置づけを明らかに





























の散文草稿《若きジークフリート Der junge Siegfried》に触れ、それを「喜





だけ言及したわけではない。上の構想期からほぼ 20 年を経た 1869 年２月
23 日に、彼は《ジークフリート》第２幕の総譜浄書を完成したその手で、
4）	Carl	Dahlhaus,	Richard Wagners Musikdramen	 (1971),	 in:	 Carl	 Dahlhaus.	




5）	Richard	Wagner.	 Sämtliche	Briefe,	 hg.	 im	Auftrage	der	R.	Wagner-Stiftung	
Bayreuth,	von	Gertrud	Strobel	und	Werner	Wolf.	Deutscher	Verlag	 für	Musik,	
Leipzig	1993,	Bd.	4,	S.	98f.	なお《ジークフリート》には、当初《若きジークフリート》






















この間に《トリスタンとイゾルデ Tristan und Isolde》（1859、以下《トリ







7）	König Ludwig II. und Richard Wagner. Briefwechsel. Mit vielen anderen 


















出典に用いた書として次の 10 点を挙げている 13）。
10）	『エッダ』には、いわゆる『歌謡エッダ Die Lieder Edda』と『散文エッダ Die 




























9.	 	Untersuchungen	 zur	 deutschen	Heldensage,	 von	Mone	 –	 (sehr	
wichtig)22）
10.		Heimskringla,	 –	 übersetzt	 von	Mohnike.	 (glaub’	 ich!)	 (nicht	 von	
ブッシンガーが上掲書でクルト・フォン・ヴェステルンハーゲンの著作（Curt	von	




14）	Der Nibelunge Nôt und diu Klage.	Hg.	von	Al.	J.	Vollmer.	Leipzig	1843.	Übersetzt	
von	Karl	Simrock.	Stuttgart	/	Tübingen	1843.	





/	Snorra Edda.	Übersetzt	von	Friedrich	Rühs.	Berlin	1812.	/	Lieder der Edda 
von der Nibelungen. Stabrimende Verdeutschung nebst Erläuterungrn.	Hg.	von	
Ludwig	Ettmüller.	Zürich	1837.	
18）	Völsunga-Saga oder Sigurd der Faffnirtödter und die Niflungen.	 In:	Nordische	
Heldenromane.	Übersetzt	von	F.	H.	von	der	Hagen.	4.	Band.	Breslau	1815.
19）	Nordische Heldenromane. Wilkina- und Niflungasaga oder Dietrich von Bern 
und die Nibelungen.	Übersetzt	von	F.	H.	von	der	Hagen.	Breslau	1814.
20）	Der Helden Buch.	Hg.	von	F.	H.	von	der	Hagen.	Berlin	1811.	Bearbeitet	 in	6.	
Bänden	von	Karl	Simrock.	Stuttgart	/	Tübingen	1843	-	1849.	
21）	Die Deutsche Heldensage.	Hg.	von	Wilhelm	Grimm.	Göttingen	1829.








































Nibelungen-Mythus》（1848 年 10 月）である 28）。散文で記されたこのドラ










た劇詩《ジークフリートの死》を作成する（1848 年 10 月）30）。その内容は
26）	作曲をふくめた作品全体の創作期間は、26 年（1848-1874）におよぶ。
27）	《指環》テキスト作成過程に関しては、WWV	S.	351ff.,	364ff.,	378ff.,	393-396、なら
びに	Strobel	 (Hg.),	Skizzen und Entwürfe zur ‘Ring’-Dichtung を典拠とした。本
稿では大変に簡略化したため、詳細なテキスト作成経過については、筆者による博
士論文 122-123 頁の表を参照されたい。






































題は、「３幕の大英雄オペラ Eine große Heldenoper in drei Akten」であった。







に拡大する決断をする（1851 年 10 月）。そして「ブリュンヒルデの長語り」
を解体して、現在の《ラインの黄金》と《ヴァルキューレ》とが作成された
















































































































































45）	Epilogischer Bericht über die Umstände und Schicksale, welche die Ausführung 































芸術論文『オペラとドラマ Oper und Drama』（1851）49）である。
『オペラとドラマ』は、「芸術と革命 Die Kunst und die Revolution」
（1849）50）,「未来の芸術作品 Das Kunstwerk der Zukunft」（1850）51）に引
き続いて発表された長大な作劇詩論であり、チューリヒ時代の彼の芸術
論文の頂点を形成するとともに、《指環》の理念上の計画書とも呼ばれて













50）	Die Kunst und die Revolution,	SS	Bd.	3,	S.	8-41.	邦訳、「芸術と革命」杉谷恭一訳、
ワーグナー『友人たちへの伝言』三光長春監訳、杉谷恭一、藤野一夫、高辻知義、
三光長春訳（法政大学出版局）2012 所収、1-59 頁。






53）	Eduard	Hanslick,	Vom Musikalisch-Schönen. Ein Beitrag zur Revision der 



















































































































62）	Zukunftsmusik. An einen französischen Freund (Fr. Villot) als Vorwort zu einer 


















































































































































































題が、「３幕のオペラ Oper in drei Akten」（1848 年 10 月）から、「３幕の大英雄オ
ペラ Eine große Heldenoper in drei Akten」（1848 年 11 月）、「３幕の英雄オペラ
Eine Heldenoper in drei Akten」（1848 年 11、12 月）などを経て、1850 年 12 月に



















Luthers Hochzeit》（1868）、《１幕の喜劇 Lustspiel in1 Akt》（1868）、といっ
た未完作品の草稿を残した 76）。さらにその２年後の 1870 年には、普仏戦





75）	Eine Mittheilung an meine Freunde	(1851).	SS	Bd.	4,	S.	284f.	邦訳、ワーグナー『友
人たちへの伝言』319 頁。






































Klangdramaturgie. Studien zur theatralen Orchesterkomposition in Wagners 



























































































































93）	Westernhagen,	Die Entstehung des ‘Ring’,	S.	21.
94）	ここで論じられた形式の対位法においては、テキスト面での問題と音楽面での問題
が併せて解決されるからである。つまりワーグナーにとって対位法は「モティーフ
の強化」のための手段であったといえる。
98 リヒァルト・ワーグナー《ジークフリート》の成立をめぐって
99
